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なぜ今、産学連携なのか？
福井県の産業に携わるすべてのみなさまへ

私たちの暮らしを発展させてきた産業は、人口減少、地球温暖化、エネルギー、食糧危機、環境汚染など

世界的課題を抱えています。

この課題解決に向けた事業や技術は社会から求められており、そこにはビジネスチャンスもあります。

しかし、事業に革新を起こすためのアイデアや技術的なヒントがあっても、

企業単独の力ではなかなか最終的な答えに辿り着けません。

そもそも、イノベーションを起こすための考え方やプロセスが確立されていない、

開発に必要な最先端設備を保有していないなど、様々な壁があるからです。

このような企業の課題解決に重要な役割を果たすのが、産学連携です。

大学・高専といった教育・研究機関と、企業が持つノウハウや事業計画を合わせれば、

課題解決に向けて、新たなアイデアをもたらしたり、

企業単独では不可能だった開発を進めることができます。

産学連携は、企業の挑戦を加速するために必要不可欠な “Action!” なのです。

未来協働プラットフォームふくい特別冊子
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04 産学連携の全体像

06 マンガで学ぶ「産学連携」

07 産学連携はこんなステップで進めることができます！

産学連携に積極的！
▶ 福井大学 / 福井高専 / 福井工業大学 / 福井県立大学

▶ 平谷こども発達クリニック x 福井大学
▶ まちづくり武生 x 福井高専
▶ 日盛興産 x 福井工業大学
▶ 東洋染工 x 福井県立大学

13 よくある疑問と産学連携窓口の役割

産学連携について詳しく聞きました

25 産学連携をさらに推進　（福井銀行、FOIP、マッチングミーティング）

コラム
産学連携で失敗しないために、押さえるべきポイント

29 いざ、産学連携に向けて！チェックリスト

30 未来協働プラットフォームふくいが行っていること

裏 福井県内各大学・高専の産学連携窓口

コラム 産学連携の相談は、企業の「戦略策定」と「戦術実行」に大別される
コラム 実は福井の産学連携の歴史は 40年以上も前から !?
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Needs

新製品の開発を進めたい

研究・技術的なアドバイスがほしい

開発費を抑えたい

自社にない研究設備・機器を
利用したい

Needs

産業界のニーズを知りたい

大学・高専が保有する
シーズ（特許等）を活用したい

企業と連携し、
ネットワークを築きたい

研究成果を地域社会に還元したい

民間企業等 県内大学・
高専福井大学

福井県立
大学

福井高専

福井医療
大学

共同研究
制度

共同研究
講座・部門
制度

寄付金
制度

受託研究
制度

技術の開発新たな製品や

官

企業と大学・高専で課題を解決

産 学

金
融機関

公庁
福井県など

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

\Support!/\Support!/

連携

それぞれの強みを持ち寄る 「産業」と「学問」の連携体制

専門の研究者を
パートナーにすることができる

連携後でも
大学・高専とのネットワークが残る

大学・高専の充実した分析機器類を
活用できる

公的資金の
活用相談ができる

企業側のメリット

s

産
学
連
携
の
全
体
像

専門知識・技術技術・アイデア・
ノウハウ 福井工業

大学
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産学連携はこんなステップで進めることができます！

01

次のページでは
産学連携に積極的な
各大学・高専について
紹介します！

新製品開発や企業内での技術研究に
課題が発生！

まずは各大学・高専に技術課題や
新規事業について相談してみる

企業と研究者の役割を明確にし
連携の計画を行う

産学連携スタート！

産学連携の窓口や研究者情報から
自社で抱える悩みを共に解決してくれそうな
研究者をマッチング

02
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ご存知
でしたか？

Go to the next page
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？

福
井
県
内
の
大
学
や
高
専
で
は

ど
ん
な
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
？

そ
ん
な
時
は

大
学
や
高
専
に

相
談
す
れ
ば

い
い
ん
だ
よ
！

一
体
何
か
ら

手
を
つ
け
た
ら

い
い
ん
だ
！？

誰
か
教
え
て
く
れ
！！

え
！？
大
学
！？

産
学
連
携
と
い
う

や
り
方
が
あ
る
の
か
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福井大学 / 福井工業高等専門学校（福井高専）/ 福井工業大学 / 福井県立大学

産学連携に
積極的！
ここで紹介する大学・高専は、最先端の技術や知見を活用し、

企業と共に課題解決に取り組む産学連携を積極的に推進しています。

それぞれの大学・高専の特色や、産学連携の窓口を紹介します。

得
意
分
野

得
意
分
野

教育学部、医学部、工学部、国際地域学部、大学院等
を有する福井大学では、地元企業、福井県等と協働し、
様々な共同研究等を推進しています。2023年に創立
100周年を迎えた工学部は、開学時の建築・建設、繊維・
マテリアル、機械を中心に工学の分野を広げ、地域の
産業課題から先端技術を追求してきました。
同大の産学官連携本部は地域企業とのさらなる連携を
求め、新規事業や開発の相談窓口として「産学官連携
コンシェルジュ」を設置しました。異分野への進出、
物質・素材の解析、最先端のテクノロジー活用など様々
に企業と相談しながら、連携を深めています。
その他、産学官金交流の場として「産学官連携本部協
力会」があります。協力会では会員企業に各種講習会
やセミナー交流会、公的な研究開発資金の情報提供な
どを通じ、幅広く産学官の活動を支援しています。

■幅広い工学分野の技術相談が可能
■分析装置の所有数が県内随一
■医学×工学など異分野の連携が可能

総合的な工学のソリューションで
企業の課題を解決

機械工学科、電気電子工学科、電子情報工学科、物質
工学科、環境都市工学科の５つの学科、専攻科を有す
る福井工業高等専門学校では、各専門分野の知識と所
有する研究設備を生かし、地域の企業や公的機関と連
携して共同研究や受託研究を推進してきました。近年
では若い世代への科学技術の啓発と普及を目的とした
出前授業や各種コンテストを行っています。
同校では「地域連携テクノセンター」を設置し、丹
南地域等の企業から求められる技術相談や技術開発、
装置利用について、7つの研究部門に所属する教職員
が連携して取り組んでいます。これらの活動につい
て「地域連携アカデミア」会員企業からの支援を受け、
協力して産学官連携活動を行っています。その他、
地域の技術交流の場として毎年12月に「JOINTフォー
ラム」を開催しており、多くの地域の皆様との交流を
行っています。活動の詳細については、Webサイト
から確認できます。

■丹南地域で唯一の工業系高等教育機関
■地域で活躍する技術者育成や地域への技術支援
■伝統産業や地場産業との連携

得
意
分
野

技術交流により地域とともに歩み、
成長を目指す

https://www.u-fukui.ac.jp/cont_scholar/relation/guide

090-1635-1000 concierge@hisac.u-fukui.ac.jp産学官連携コンシェルジュ窓口

〒910-8507 福井県福井市文京 3-9-1

https://www.fukui-nct.ac.jp/facility/arc

0778-62-1111  techno@fukui-nct.ac.jp地域連携テクノセンター窓口

〒916-8507 福井県鯖江市下司町
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昭和 年代

現代
50

大学・高専には、多くの企業からの相談が寄せられてい

ますが、相談の傾向は２つに大別されます。

「将来のビジョンや方向性を専門家と一緒に考えたい」

といった戦略的な相談と、「自社に技術や商品があるか

ら、これらを用いて新分野・異業種への進出を行いたい」

といった戦術的な相談です。

そういった様々な相談を、大学・高専の窓口が受け、

研究者とのマッチングや、必要な情報の提供を行ってい

ます。

大学・高専の相談窓口
に関する解説は
次のページから

戦略的な相談例 戦術的な相談例

ビ
ジ
ョ
ン
を
一
緒
に
策
定
し
た
い

既
存
技
術
や
新
規
技
術
を
活
用
し

新
分
野
へ
参
入
し
た
い

ア
イ
デ
ア
を
活
用
し
て

新
規
事
業
を
つ
く
り
た
い

福井県では「共同研究」という言葉が一般的でなかっ

た昭和50年代から、大学と地域の中小企業による協働

が行われていました。これは福井地域の主な産業がも

のづくり基盤技術の開発であることに関連します。繊

維や眼鏡産業、表面処理、金属・機械加工、化学関連

など BtoB型の中小企業の割合が高く、競争力を高める

ために各社がユニークな製品やサービス・技術を提供

する必要がありました。なお、国内の産学連携は平成

15年ごろから盛んになり、今に至ります。　

福井県内の大学・高専では、産学連携専門の部署やイ

ンキュベーションラボ、企業参加型の実践塾などを設

置し、共同研究を積極的に推進しています。必要に応

じて学部連携や他大学等との連携、福井県工業技術セ

ンター等各種専門機関との連携も行い、企業のニーズ

に応えています。このように、実践的な問題解決や新

技術の開発に取り組むことで、地域全体のイノベーショ

ンを促進する体制となっています。

ものづくりの地、福井の産学連携

イノベーションを促進するための体制

事
業
の
方
向
性
を
検
討
す
る
た
め
に

壁
打
ち
相
手
が
欲
し
い

産学連携の相談は、企業の「戦略策定」と「戦術実行」
に大別される

実は福井の産学連携の歴史は も から！？40年以上 前

やりたいことが

なんとなく見えてきた時が

相談のタイミング

大学・高専の

窓口担当者と一緒に

整理していきましょう

※出典：産学連携学会誌　13巻 1号2016年12月　ものづくり基盤技術集積地における産学連携  

県民のための大学として、
福井全体をフィールドにした研究交流

■恐竜研究、増養殖学科など特色ある研究領域
■社会人教育、リカレント教育、PBLに注力
■福井県民の大学として、県全体をフィールドにした研究交流

得
意
分
野

経済学部、生物資源学部、海洋生物資源学部、看護
福祉学部と、福井ならではの研究を進める地域経済
研究所や恐竜学研究所などを有する福井県立大学で
は、総合大学として、それぞれの分野に精通する約
160名の教員が在籍しています。
同大では、全学的に地域貢献活動を推進していくこ
とを目的に「地域連携本部」を設置し、教員や職員
はもとより、県民の皆さんとも協業しながら、共に
地域課題の解決に取り組んでいます。大学と企業の
接点として、年間を通じた公開講座やセミナー等が
あります。公開講座は対面方式だけではなく、ズー
ム等を活用した講座、オンデマンド講座等、受講生
の時間に合った形態があり、多数の講義が広く受講
可能です。また、リカレント教育に直結した短期ビ
ジネス講座も開設されています。

工学部、環境学部、経営情報学部、スポーツ健康科
学部を有する福井工業大学では、地域の企業や公的
機関と連携し、教師陣が持つ専門知識と最先端設備
を生かした共同研究や委託研究を推進してきました。
近年では宇宙研究に注力し、衛星データを利活用し
た環境保全や産業振興、宇宙産業振興への貢献を目
指しています。
同大は、「地域連携研究推進センター」を設置し、産
業界から求められる技術開発に大学全体で取り組む
体制を構築しています。AI&IoT、まちづくりデザイン、
ウェルネス & スポーツサイエンス、未来ロボティク
スの4つのセンターが相互連携し、実践的な技術や新
産業の創造に貢献します。
同大では定期的に公開講座を実施しており、参加者
同士の交流から共同研究に発展する例もあります。
講座の開催予定は「地域連携研究推進センター」の
Webサイトから確認できます。

■大学・民間では国内最大級の規模と性能を有する衛星地上局を持つ
■異分野の連携が可能
■新産業の創出、新規企業のバックアップ

得
意
分
野

実践的な技術や新産業の創造に貢献

https://www.fukui-ut.ac.jp /cooperate/center

0776-29-7834 futcrc@fukui-ut.ac.jp地域連携研究推進センター窓口

〒910-8505 福井県福井市学園3丁目 6-1

https://www.fpu.ac.jp/renkei/about.html

0776-61-6000 kenkyu@fpu.ac.jp地域連携本部窓口

〒910-1195 福井県吉田郡永平寺町松岡兼定島4-1-1
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大
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情
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井
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大
学
や
研
究
室
が

見
つ
か
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と
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な
ぁ

一
緒
に
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事
す
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ら
に
は

意
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し
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で
き
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と
あ
り
が
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窓口では企業目線で
相談内容を受付

「疑問」も「要望」も、まずは大学・高専の窓口に相談してみましょう！

どのように大学・高専と接点を持てば良いのか迷いますよね

その疑問をまるっと解決！

企業側で
相談したい
ことがある

大学・高専の
窓口

具体的な相談から、漠然
とした疑問まで、まずは
窓口へ！

大学・高専の窓口は
企業に合わせた
提案などを行う
人材、設備の紹介やマッ
チング、その他必要な情
報の提供などを行います

Information 各大学・高専の窓口情報は本誌の裏に記載されています

「成功事例」とかって
あるのかな？

初歩的なことを
聞いても大丈夫
かなぁ？

研究・開発費用は
いくらぐらい
かかるんだろう？ 進め方が

分からない！

大学の設備を
使わせて

もらえるのかな？

あらかじめ
用意すべきこと
ってあるのかな？

こんなこと
いきなり大学の先生に聞いても

いいんだろうか

大学の
誰に聞けば
いいんだろう？

企画や
契約実務なども
伴走支援

福井県立大学福井工大 福井医療大学福井高専福井大学

む
し
ろ

分
か
ら
な
い
こ
と

し
か
な
い
！

みなさん最初はこんな を抱きます疑問

各大学・高専には産学連携を円滑に行うための 窓口 があります

な
る
ほ
ど

ま
ず
は

窓
口
か
！
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た
い
な

事
例
を
ウ
ェ
ブ
で

直
接
調
べ
て

み
る
か
な
？

い
や
い
や

大
学
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば

何
か
教
え
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
？

イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
と

予
定
や
計
画
も

立
て
や
す
い
し…

一
つ
一
つ

ク
リ
ア
し
て
行
け
ば

う
ち
の
会
社
で
も

で
き
そ
う
だ
！

産
学
連
携
に
つ
い
て

詳
し
く
聞
き
ま
し
た

02

ま
ち
づ
く
り
武
生

福
井
工
業
大
学

日
盛
興
産

福井大学

平谷こども発達クリニック

福井県立大学

01
Interview

03
Interview

04
Interview

Interview

Interviews

福
井
高
専

一
体
ど
ん
な
き
っ
か
け
で

産
学
連
携
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ん
だ
？

一
体
ど
ん
な
き
っ
か
け
で

産
学
連
携
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ん
だ
？

企
業
と
大
学
が

お
互
い
ど
ん
な
役
割
を
担
っ
て

進
め
て
い
っ
た
ん
だ
ろ
う
？

そ
ん
な
こ
と
が
先
に
分
か
る
と
い
い
な

企
業
と
大
学
が

お
互
い
ど
ん
な
役
割
を
担
っ
て

進
め
て
い
っ
た
ん
だ
ろ
う
？

そ
ん
な
こ
と
が
先
に
分
か
る
と
い
い
な

東洋染工

と言
う
わ
け
で

1415
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と
こ
ろ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
タ
イ
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
に
上

達
が
見
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
見
る
の
を

嫌
が
る
児
童
も
現
れ
ま
し
た
。「
こ
れ
は
何
か
違
う
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
」
と
感
じ
、
平
谷
先
生
を
は
じ
め
療

育
の
専
門
家
の
方
た
ち
と
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。
デ
ィ

ス
レ
ク
シ
ア
児
は
、
一
般
的
な
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
の
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
、
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
の
母
音
や
子

音
の
組
み
合
わ
せ
を
頭
の
中
で
ロ
ー
マ
字
に
置
き
換
え

て
、
そ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
キ
ー
ボ
ー
ド
上
で
探
す

こ
と
が
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
ロ
ー
マ
字
変
換
を
挟
ま

ず
、
ロ
ー
マ
字
を
入
力
す
る
と
き
の
指
の
動
き
を
覚
え

る
「
運
動
記
憶
」
を
強
化
す
る
こ
と
に
着
眼
し
ま
し
た
。

キ
ー
ボ
ー
ド
に
は
文
字
を
見
せ
ず
、
色
分
け
の
シ
ー
ル

を
貼
っ
て
、
指
の
動
き
で
文
字
を
打
つ
練
習
用
の
ア
プ

リ
を
開
発
し
ま
し
た
。

平
谷
院
長
：
髙
橋
教
授
と
研
究
室
の
学
生
に
作
っ
て
い

た
だ
い
た
ア
プ
リ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

室
で
児
童
が
使
用
し
、
そ
の
様
子
を
療
育
ス
タ
ッ
フ
が

つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
教
授
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い

ま
し
た
。
髙
橋
教
授
に
改
良
を
重
ね
て
も
ら
っ
た
結
果
、

今
の
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
支
援
室
で
は
「
髙
橋
ア
プ

リ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

【
共
同
研
究
は
次
の
フ
ェ
ー
ズ
へ
】

平
谷
院
長
：
髙
橋
ア
プ
リ
を
使
っ
て
キ
ー
ボ
ー
ド
入

力
の
練
習
を
し
た
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
児
は
、
タ
イ
ピ

ン
グ
ス
ピ
ー
ド
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。
多
く

の
児
童
が
手
書
き
よ
り
も
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
の
ほ
う

が
楽
と
答
え
、
保
護
者
も
子
ど
も
の
タ
イ
ピ
ン
グ
ス

キ
ル
の
向
上
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
児
童
は

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
室
に
入
る
前
は
人
生
が
嫌
だ
っ
た
け

ど
、
今
は
人
生
が
好
き
に
な
っ
た
。
学
校
も
楽
し
く

な
っ
た
。」
と
言
い
ま
す
。「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す

る
ス
キ
ル
を
付
与
し
て
、
読
み
・
書
き
・
思
索
活
動

の
展
開
を
よ
り
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
援
助
す
る
」

と
い
う
考
え
は
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
診
療
と
支
援

を
2
0
年
続
け
て
き
た
中
で
行
き
着
い
た
も
の
で
す
。

髙
橋
教
授
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
室
の
ス
タ
ッ
フ
の
創
意
工

夫
で
予
想
以
上
の
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

髙
橋
教
授
： 

現
在
も
ア
プ
リ
の
臨
床
研
究
と
改
良
を
続

け
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
児
の
特
性
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
連
続
し
て
タ
イ
ピ
ン
グ
で
き
る
文
字
数
に
個
人

差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
段
階
的
に

習
得
で
き
る
よ
う
に
、
文
字
数
ご
と
に
分
け
た
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
作
る
改
良
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望

す
る
方
に
は
同
意
書
を
い
た
だ
き
、
ア
プ
リ
に
ロ
グ
イ

ン
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
付
与
し
て
い
ま

す
。
現
在
も
使
用
デ
ー
タ
を
中
心
に
療
育
ス
タ
ッ
フ
と

話
し
合
い
を
重
ね
て
、
改
良
を
続
け
て
い
ま
す
。

平
谷
院
長
：
髙
橋
ア
プ
リ
で
用
い
た
「
運
動
記
憶
に
よ

る
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
」
は
、
非
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
児
よ

り
も
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
児
の
方
が
得
意
で
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
現
時
点
で
も
興
味
あ
る
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
も
髙
橋
ア
プ
リ
を
広
く
使
用

し
て
い
た
だ
き
、よ
り
多
く
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
、デ
ィ

ス
レ
ク
シ
ア
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
子
ど
も
の
つ
ま
ず
き
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
支
援
】

平
谷
院
長
：
私
は
２
０
０
１
年
の
開
業
当
初
か
ら
、
学
習

障
害
に
対
す
る
医
療
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も

の
発
達
に
つ
い
て
科
学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
る
に
は
、

発
達
を
観
察
し
詳
細
に
記
録
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
記
録
や
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
学
習
障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
つ
ま
ず
き
を
減
ら
す
取
り
組
み

を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
知
人
を
通
じ
て
、
髙
橋
先
生

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
本
院
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
室
の
立
ち

上
げ
当
初
か
ら
顧
問
と
し
て
関
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
支
援
室
で
は
、
学
習
障
害
の
一
つ
「
デ
ィ
ス

レ
ク
シ
ア
」
の
子
ど
も
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
日
本
の
教
育
現
場
で
は
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
な
ど

で
文
字
を
書
く
場
面
が
多
く
、
学
習
課
題
を
理
解
し
て

い
て
も
、
読
み
書
き
に
困
難
さ
の
あ
る
デ
ィ
ス
レ
ク
シ

ア
の
児
童
は
真
の
学
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
児
童
の
自
尊
心
の
低
下
を
招
き
、
不
登
校
に
つ

な
が
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

P
C
の
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
を
書
字
に
置
き
換
え
ら
れ
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

【
現
場
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
改
良
を
重
ね
る
】

髙
橋
教
授
：
私
の
専
門
領
域
は
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
で
、
ア

プ
リ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
作
る
こ
と
に
関
し
て
は

素
人
で
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
室
の
立
ち
上
げ
か
ら
約
1
年

間
は
、
療
育
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
従
来
の
ロ
ー
マ
字
入
力

の
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
谷
こ
ど
も
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク
平
谷 

美
智
夫
院
長
と
福

井
大
学
髙
橋
泰
岳
教
授
は
、
２
０
２
０
年
か
ら
文
字
の

読
み
・
書
き
に
困
難
さ
の
あ
る
「
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
」

の
子
ど
も
た
ち
が
文
字
を
書
く
代
わ
り
に
、
タ
イ
ピ
ン

グ
で
ノ
ー
ト
を
と
る
こ
と
を
目
指
し
、
タ
イ
ピ
ン
グ
の

練
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ア
プ
リ
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

大学と療育スタッフが創意工夫を重ね

読み書きが苦手な子どもたちに

ICT機器の活用スキルを身に付けてもらっています。

平谷こども発達クリニック × 福井大学

グラフの縦軸はタイピング技能検定の級を、
横軸は髙橋アプリを使ったキーボード入力の
練習期間を表す（2021年5月～2022年 1月）。
個人差はあるが、ディスレクシア（DD）児も
非ディスレクシア（non DD）児も着実にタイ
ピング力を身に付けている。アプリの効果の
他に、ICT 支援室のスタッフが児童への指導
法に熟達したことも上達した要素であると考
えられる。

平谷こども発達クリニック近く
に開設された「ICT 支援室」。読
み書きが苦手な子どもたちに療
育スタッフが付き添い、ICT 機器
の活用を支援している。

福井大学の髙橋教授は「子どもた
ちの特性は多岐にわたる。彼らが
楽しめる形で、できるだけ多くの
臨床研究データを得て改良に努め
たい」と話す。

共同研究の成果

DATA

◀左の画面ではお題「も」を打つ
ために、「ま行」の「お」のキーを
順番に押すことを指示している。
ディスレクシア児は「も」を「mo」
とローマ字変換し、そのアルファ
ベットのキーを探すのが困難であ
る。その代わりに、「m」を「ま行」、
「o」を「お」のキーとして覚え、キー
ボードと指に色を用いる。さらに
赤枠で囲むことで、文字を探すの
ではなく、打つキーの場所を認識
させ、打つ指の運動を練習する。

ク
リ
ニ
ッ
ク×

大
学

読
み
書
き
学
習
の

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
共
同
開
発

平谷こども発達クリニック
平谷美智夫 院長

産

住所：福井県福井市北四ツ居２丁目 1409
電話：0776-54-9600
Web：http://www.hiratani-c.jp
診療内容：小児科・
　　　　　アレルギー科・精神科 (児童 )

Profile 平谷こども発達クリニックProfile 福井大学　髙橋 泰岳 教授

工学部 機械・システム工学科  教授
情報通信（知覚情報処理 / 知能ロボ
ティクス）を研究分野とし、人や環境
に対し優れた適応能力をもつ知能ロ
ボットの研究開発を行う。

I n t e r v i e w  1

平谷こども発達クリニック 平 谷  美 智 夫 さん

大学と協働した企業人の声

福井大学工学部
機械・システム工学科
髙橋泰岳 教授

学



地元高校生の意見を反映した
「まちの将来像」のVRモデル
（プロトタイプ）が完成。

まちづくり武生 × 福井高専

▲街並みの VR は専用ゴーグル
での閲覧の他、PC やスマート
フォンなど各種デバイスで二次
元的に体験することもできる。
本件では汎用アプリケーション
を使ってスピーディーな開発が
行われた。

【
産
学
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
】

五
十
嵐
氏
：
私
た
ち
の
役
割
は
、
関
係
者
の
調
整
を
す

る
こ
と
で
す
。
不
動
産
の
オ
ー
ナ
ー
や
自
治
会
、
近
隣

住
民
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
旨
を
説
明
し
、
学
生
さ
ん

た
ち
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す
る
た
め
に
敷
地
内
に

入
る
許
可
を
得
た
り
、
出
来
上
が
っ
た
「
ま
ち
の
将
来

像
」
を
も
と
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
準
備
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

長
田
氏
：
私
た
ち
は
現
地
に
足
を
運
ん
で
街
並
み
を
観

察
し
、「
ま
ち
の
将
来
像
」
の
Ｖ
Ｒ
モ
デ
ル
を
開
発
し

ま
し
た
。

五
十
嵐
氏
：
大
和
先
生
と
長
田
さ
ん
が
高
校
生
の
意
見

を
反
映
し
て
開
発
し
て
く
だ
さ
っ
た
Ｖ
Ｒ
モ
デ
ル
は
、

不
動
産
オ
ー
ナ
ー
や
自
治
会
の
皆
さ
ん
な
ど
に
見
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
地
域
住
民
に
「
自

分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
く
の
が
目
的
で
す
。

【
共
同
研
究
の
メ
リ
ッ
ト
と
展
望
】

長
田
氏
：
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が
関
わ
る
共
同
研
究
で
は
、

意
見
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
難
し
さ

で
も
あ
り
、
楽
し
さ
で
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
行
う
「
Ｖ
Ｒ
や
Ｍ
Ｒ
を
都
市
計
画
や
防
災
に
活

用
す
る
研
究
」
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
合
意
形
成
の
シ
ー

ン
に
役
立
つ
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な

課
題
を
抱
え
る
民
間
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
が

今
後
も
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大
和
講
師
：
今
回
の
共
同
研
究
は
長
田
く
ん
が
主
体
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
社
会
で
即
戦
力
に
な
り

得
る
よ
う
な
人
材
で
す
が
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
に
よ
り
、
さ
ら
に
技
術
者
と
し
て
の
力
量
が
上
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

五
十
嵐
氏
：
福
井
高
専
と
の
連
携
が
な
か
っ
た
ら
、
今

頃
ア
ナ
ロ
グ
の
作
業
で
疲
弊
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

物
理
的
な
模
型
で
「
ま
ち
の
将
来
像
の
見
え
る
化
」
を

す
る
と
、
材
料
集
め
、
制
作
場
所
の
確
保
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
受
け
て
か
ら
の
修
正
と
、
ど
の
段
階
に
お
い

て
も
時
間
と
労
力
、
そ
し
て
コ
ス
ト
が
生
じ
ま
す
。Ｖ

Ｒ
の
良
さ
は
何
よ
り
も
「
短
時
間
で
開
発
と
修
正
が
で

き
る
こ
と
」
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
和
先
生
と
長
田
さ
ん
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
技
術
に

よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
議
の
ス
ピ
ー
ド
は

着
実
に
上
が
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
度
の
共
同
研
究
で
生

ま
れ
た
成
果
を
通
じ
て
、
ま
ち
の
可
能
性
を
拓
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
和
講
師
：
都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
、

そ
の
計
画
案
に
つ
い
て
地
域
住
民
と
合
意
形
成
を
図
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
直
感
的
に
イ
メ
ー
ジ
が
共

有
で
き
る
Ｖ
Ｒ
技
術
の
活
用
は
、
ま
す
ま
す
進
む
こ
と

で
し
ょ
う
。

【
行
政
を
通
じ
て
連
携
が
ス
タ
ー
ト
】

五
十
嵐
氏 

：
当
社
は
越
前
市
の
中
心
市
街
地
を
対
象

に
、
商
店
街
の
活
性
化
や
遊
休
不
動
産
の
活
用
の
支
援

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
地
域
住
民

や
行
政
、
民
間
企
業
な
ど
様
々
な
関
係
者
が
存
在
し
ま

す
が
、
私
た
ち
は
そ
の
間
を
取
り
持
つ
役
割
で
す
。
今

回
、
福
井
高
専
の
大
和
先
生
と
長
田
さ
ん
に
お
声
が
け

し
た
き
っ
か
け
は
、「
中
心
市
街
地
に
あ
る
５
０
０
０

平
米
の
空
き
地
の
将
来
像
を
描
く
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
立
ち
上
げ
で
し
た
。
市
内
の
高
校
と
も
連
携
し
、

若
者
た
ち
が
主
体
的
に
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ

ア
を
見
え
る
化
す
る
取
り
組
み
で
す
。
彼
ら
の
姿
や
創

作
物
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
意
見
を
引
き
出
す
こ
と
が
狙
い
で
す
。

大
和
講
師
：
私
た
ち
は
、Ｖ
Ｒ
や
Ｍ
Ｒ
を
都
市
計
画
や

防
災
に
活
用
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
共
同

研
究
は
、
越
前
市
の
都
市
計
画
課
か
ら
ま
ち
づ
く
り
武

生
さ
ん
の
紹
介
を
受
け
始
ま
り
ま
し
た
。
研
究
開
発
は

作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
使
用
者
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
も
と
に
改
良
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
私

た
ち
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
実
証
実
験
が
で
き
る
機

会
を
探
す
た
め
、
行
政
に
相
談
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
越
前
市
と
そ
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
し
て
い

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
ご
紹
介
だ
っ
た
た
め
、
喜
ん
で
引

き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

まちづくり武生株式会社が「まちの将来像
のVRによる見える化」を福井高専の大和講
師と専攻科 1年長田さんにオファー。

対象エリアの不動産オーナーや自治
会、地域住民を交えた意見交換。フィー
ドバックをもとにVRモデルの改良へ。

▲共同研究の対象となったのは、JR 武生駅から1km 圏内にある約
5000平米の工場跡地。居住や商業へのポテンシャルが高いエリアで、
国の区画整理事業の助成事業に指定されている。

ま
ち
づ
く
り
会
社×

高
専

ま
ち
の
将
来
を
Ｖ
Ｒ
化

住
民
と
の
合
意
形
成
に
活
用

まちづくり武生株式会社
五十嵐達哉 常務取締役

産

ま
ち
づ
く
り
武
生
株
式
会
社
と
福
井
工
業
高
等
専
門
学
校
の

環
境
都
市
工
学
科
は
、「
Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
手
法
の
研
究
」
を
テ
ー
マ
に
連
携
し
ま
し
た
。

越
前
市
の
中
心
市
街
地
に
あ
る
空
き
地
の
将
来
像
を
Ｖ
Ｒ
で

見
え
る
化
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
地
域
住
民
と
の
合
意

形
成
に
生
か
す
取
り
組
み
で
す
。
共
同
研
究
に
は
学
生
も
主

体
的
に
参
加
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
関
わ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
発
展
す
る
見
込
み
で
す
。

I n t e r v i e w  2

若
者
の
自
由
な
発
想
が
刺
激
と
な
り
、
意
見
を
持
つ
方

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

長
田
氏
：
高
齢
の
方
た
ち
は
、Ｖ
Ｒ
に
対
し
て
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
と
感
じ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
特
に
「
操
作

が
分
か
ら
な
い
」
や
、「
酔
う
か
ら
実
物
の
模
型
の
方

が
良
い
」
な
ど
の
声
が
挙
が
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
い

か
に
快
適
な
Ｖ
Ｒ
体
験
を
実
現
で
き
る
か
が
課
題
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
十
嵐
氏
：
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
住
民
意
識
を
高

め
る
た
め
に
、
大
和
先
生
と
長
田
さ
ん
に
は
今
後
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

2023年10月 2023年12月

これまでの経緯

2024年1月～

Profile 福井工業高等専門学校　大和 裕也 講師

環境都市工学科 講師
社会基盤（土木・建築・防災）/建築計画、
都市計画を研究分野とし、工学をま
ちづくりや防災、教育に資する取り
組みを続けている。

Profile まちづくり武生株式会社

住所：福井県越前市京町 1-1-16
電話：0778-25-6802
Web：https://www.machi-take.com
事業内容：にぎわいの創出・商業の振興 /
　　　　　まちなか居住の促進
　　　　　まちなかイベントのサポート

福井高専から提供いただいた技術は、

まちづくりに関する協議のスピードを

着実に早めます。

まちづくり武生株式会社 五 十 嵐  達 哉 さん

高専と協働した企業人の声

福井工業高等専門学校
環境都市工学科
大和裕也 講師

学 学
福井工業高等専門学校
環境システム工学専攻科 1 年
長田大成 さん
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日盛興産 × 福井工業大学

【
機
能
性
と
デ
ザ
イ
ン
性
の
両
立
】

日
髙
氏
：
私
も
か
ね
て
か
ら
従
来
の
雨
水
タ
ン
ク
の
機

能
性
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
笠
井
教
授
の
お
話

を
伺
っ
て
、
ベ
ン
ダ
ー
か
ら
メ
ー
カ
ー
に
な
る
決
意
を

し
ま
し
た
。
共
同
研
究
は
、
試
作
品
を
作
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
た
び
た
び
教
授
の
研
究
室
を
訪
れ
、

共
に
作
業
を
し
て
は
機
能
性
を
検
証
し
、
改
良
を
重
ね

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

笠
井
教
授
：
最
初
の
試
作
品
は
ド
ラ
ム
缶
で
作
り
ま
し

た
ね
。
頭
を
突
っ
込
み
、底
に
セ
メ
ン
ト
を
塗
っ
て
「
雨

水
が
循
環
す
る
仕
組
み
」
を
形
成
し
ま
し
た
。
傍
か
ら

見
た
ら
不
思
議
な
光
景
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
髙
氏
：
お
互
い
「
新
し
い
も
の
を
作
り
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
、
時
間
を
忘
れ
て
開
発
に
没
頭
し
ま

し
た
。
途
中
か
ら
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
に

も
参
画
い
た
だ
き
、
製
品
化
に
向
け
て
見
た
目
を
洗
練

さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

【
引
き
続
き
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
】

日
髙
氏
：
笠
井
教
授
と
の
共
同
研
究
で
生
ま
れ
た
雨
水

タ
ン
ク
「
レ
イ
ン
ハ
ー
ベ
ス
ト
」
は
、
約
１
年
半
の
開

発
期
間
を
経
て
２
０
１
９
年
９
月
１
日
の
防
災
の
日
に

正
式
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
エ
コ
商
品
の
位
置
付
け

だ
っ
た
雨
水
タ
ン
ク
を
、
防
災
商
品
の
市
場
に
投
入
す

る
た
め
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
徐
々
に
認
知
さ
れ
、
ネ
ッ

ト
通
販
で
は
全
国
か
ら
注
文
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
最
近
は
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
ま
す
。
笠
井
教
授
を
は
じ
め
と

す
る
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
製
品
化
が
で
き
ま

し
た
。
手
前
味
噌
で
す
が
、
本
当
に
良
い
雨
水
タ
ン
ク

が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

笠
井
教
授
：
日
髙
さ
ん
と
は
「
雨
水
タ
ン
ク
業
界
に
一

石
を
投
じ
よ
う
！
」
と
、
互
い
に
熱
量
を
高
め
合
い
な

が
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
も
の
を
生
み
出

す
た
め
に
は
「
面
白
み
」
や
「
ワ
ク
ワ
ク
感
」
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
日
髙
さ
ん
と
私
に
は
、
そ
の
よ
う
な
共

通
す
る
マ
イ
ン
ド
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
連
携
が
う

ま
く
い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

日
髙
氏
：
実
は
現
在
も
、
笠
井
教
授
と
次
の
共
同
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。「
レ
イ
ン
ハ
ー
ベ
ス
ト
」
に
さ
ら

な
る
付
加
価
値
を
与
え
る
た
め
の
研
究
で
す
。

笠
井
教
授
：
私
の
研
究
室
で
は
「
雨
水
を
街
の
中
で
貯

め
て
使
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
社
会
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
我
々
だ
け
で
実
現
す
る
の
は
不
可
能
で
す
。

そ
こ
に
は
必
ず
経
済
循
環
を
起
こ
せ
る
協
業
者
が
必
要

で
す
。
日
髙
さ
ん
の
よ
う
に
前
向
き
に
協
力
い
た
だ
け

る
方
と
つ
な
が
り
を
持
て
る
の
は
、
こ
ち
ら
と
し
て
も

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

【
共
通
の
問
題
意
識
と
高
い
熱
量
で
協
業
へ
】

日
髙
氏
：
当
社
で
は
家
庭
用
の
雨
水
タ
ン
ク
を
取
り
揃

え
た
ネ
ッ
ト
通
販
を
行
っ
て
い
ま
す
。
笠
井
教
授
と
親

睦
が
深
ま
っ
た
の
は
２
０
１
４
年
で
し
た
。
雨
水
活
用

に
関
わ
る
団
体
等
が
集
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
雨
水
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
が
福
井
工
大
で
開
催
さ
れ
た
際
、
教

授
は
事
務
局
を
、
私
は
実
行
委
員
を
務
め
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
会
話
を
し
て
い
く
中
で
、
雨
水
活
用

の
可
能
性
や
現
時
点
で
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
重
な
る

と
こ
ろ
が
多
い
と
気
づ
き
、
意
気
投
合
し
ま
し
た
。

笠
井
教
授
：
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
雨
水
活
用
シ
ス
テ

ム
の
設
計
・
開
発
」
で
す
。
雨
水
は
「
流
せ
ば
洪
水
、

溜
め
れ
ば
資
源
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
の
屋
根

に
降
っ
た
雨
水
を
貯
留
す
る
雨
水
タ
ン
ク
は
、
豪
雨
時

に
は
下
水
へ
の
流
入
量
を
減
ら
し
て
氾
濫
の
緩
和
に
、

渇
水
時
に
は
生
活
用
水
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
問
題
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
雨
水
活
用
自
体
の
認
知

が
低
い
こ
と
と
、
従
来
の
雨
水
タ
ン
ク
の
機
能
性
で
す
。

従
来
の
雨
水
タ
ン
ク
は
、「
雨
水
を
貯
め
る
だ
け
」
の

機
能
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
時
間
が
経
つ
と

中
の
水
が
傷
み
、
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
定
期
的
に
タ
ン
ク
内
の
清
掃
が
必
要
な
た
め
、
管

理
に
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
電
気
等
を
使
わ

ず
に
水
流
を
制
御
す
る
こ
と
で
自
己
洗
浄
す
る
タ
ン
ク

の
仕
組
み
を
思
い
付
き
、
日
髙
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。

共同
研究
スタ
ート

DIY
見本
市に
出品

2017年1月 2019年5月 2019年8月 2019年9月 2019年10月 2020年2月

これまでの経緯

笠
井
教
授
：
製
品
の
見
た
目
は
重
要
で
す
。
機
能
性
が

高
く
て
も
、
デ
ザ
イ
ン
が
良
く
な
け
れ
ば
売
れ
ま
せ
ん
。

一
般
家
庭
で
扱
い
や
す
い
素
材
を
選
定
し
な
が
ら
も
、

ス
マ
ー
ト
な
見
た
目
に
な
る
よ
う
に
皆
で
協
議
を
重
ね

ま
し
た
。

日
髙
氏
：
正
式
販
売
の
前
に
は
テ
ス
ト
販
売
を
行
い
、

購
入
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
て
さ
ら
に
改
良

を
行
っ
て
い
ま
す
。

テス
ト販
売を
兼ね
た

クラ
ウド
ファ
ンデ
ィン
グ実
施

共同
特許
取得

GO
OD
 DE
SIG
N20
19 受
賞

正式
販売
開始

◀一般家庭で取り扱いが
しやすく、かつ、様々な気
候に対応できる素材を選
定。重量は約13キロ。最
大貯水量は150リットル。

▲企業と大学で共同特許を取得。家庭用雨水タンクの
Rain Harvest（レインハーベスト）

▲普段の協議は笠井教授の研究室にて行うことが多
い。互いにフラットな立場で意見を出し合う。

企
業×

大
学
で
共
同
特
許
取
得

防
災
対
応
型

家
庭
用
雨
水
タ
ン
ク
を
実
用
化

株式会社日盛興産
日髙規晃 代表取締役

福井工業大学
環境学部環境食品応用化学科
笠井利浩 教授産

学

株
式
会
社
日
盛
興
産
と
福
井
工
業
大
学
環
境
学
部
環
境
食
品
応
用
化

学
科
は
、「
自
動
洗
浄
機
能
を
備
え
た
防
災
対
応
型
家
庭
用
雨
水
タ

ン
ク
の
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
連
携
し
ま
し
た
。
共
同
研
究
に
よ
り
生

ま
れ
た
製
品
「
レ
イ
ン
ハ
ー
ベ
ス
ト
」
は
、
防
災
用
品
と
し
て
の
価

値
が
評
価
さ
れ
２
０
１
９
年
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
防
災
部
門
）

を
受
賞
。
全
国
の
一
般
家
庭
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
等
か
ら
受
注
や
問

い
合
わ
せ
を
受
け
て
い
ま
す
。

I n t e r v i e w  3

住所：福井県大飯郡高浜町青 17-21-6
電話：0770-72-3356
Web：http://wakasa.nissei-web.co.jp
事業内容：生コンクリート、
                    砕石砕砂の製造販売、
 　 エコロジーグッズなどの
                   インターネット通信販売事業

ProfileProfile 福井工業大学　笠井 利浩 教授

環境学部  環境食品応用化学科 教授
環境配慮型社会/科学教育/生物資源
保全学を研究分野とし、雨水活用シ
ステムの設計を通じて、減災や水資
源の有効活用に貢献している。

株式会社日盛興産

福井工大の笠井教授とタッグを組んで

“新しいモノ” を生み出すことができました。

株式会社日盛興産 日 髙  規 晃 さん

大学と協働した企業人の声
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も
の
づ
く
り
企
業×

大
学

S
D
G
s
に
貢
献
す
る

繊
維
加
工
技
術
を
共
同
研
究

【
互
い
を
補
完
し
な
が
ら
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
】

濱
野
教
授
：
私
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野
の
専

門
家
で
は
あ
り
ま
す
が
、
繊
維
に
関
し
て
は
全
く
詳
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
繊
維
に
カ
チ
オ
ン
性
バ
イ
オ
ポ
リ

マ
ー
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
具
体
的
な
手
法
や
、
そ
の

効
果
検
証
に
つ
い
て
は
東
洋
染
工
さ
ん
に
お
任
せ
し
て

い
ま
す
。

井
原
氏
：
私
た
ち
は
、
研
究
室
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

カ
チ
オ
ン
性
バ
イ
オ
ポ
リ
マ
ー
の
素
材
を
繊
維
に
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
す
る
試
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
目
下
の
課
題

は
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
耐
久
性
で
す
。
せ
っ
か
く
施
し
た

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
す
ぐ
に
剥
が
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
は

実
用
化
が
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
定
着
さ
せ

た
状
態
を
い
か
に
長
く
保
て
る
か
？
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
用
化
す
る
に
は
、
作
業
員

の
安
全
性
や
コ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
な
ど
他
に
も
考
慮
す
べ

き
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
現
場
で
試
し
た
こ

と
で
見
え
て
き
た
課
題
は
濱
野
教
授
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
い
ま
す
。

東
洋
染
工
さ
ん
に
は
、
学
生
の
挑
戦
や
失
敗
ま
で
も
温

か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

井
原
氏
：
私
た
ち
も
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。
何
事
も
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
順
調
に

進
む
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
は
明
る
く
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
濱
野
教
授
か
ら
知
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
お
互
い
を
補
完
し
合
え
る
良

い
関
係
性
を
築
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

【
目
的
を
共
有
し
今
後
も
連
携
】

井
原
氏
：
共
同
研
究
は
ま
だ
ま
だ
序
盤
の
域
で
す
。
今

後
は
も
っ
と
難
し
い
課
題
に
直
面
す
る
だ
ろ
う
と
予
想

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
環
境
に
配
慮
し
た
も

の
づ
く
り
の
潮
流
は
世
界
的
に
ま
す
ま
す
高
ま
る
で

し
ょ
う
。
濱
野
教
授
か
ら
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
「
カ

チ
オ
ン
性
バ
イ
オ
ポ
リ
マ
ー
に
よ
る
新
し
い
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
技
術
」
は
、
従
来
の
合
成
ポ
リ
マ
ー
よ
り
は
る
か

に
安
全
性
や
環
境
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
大
学
の
特
許
技
術
を
使
っ
て
先
駆
け
て
技
術
開
発

が
で
き
る
こ
と
は
、
当
社
に
と
っ
て
は
大
き
な
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
で
す
。
今
後
も
濱
野
教
授
と
連
携
し
な
が
ら
、

着
実
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

濱
野
教
授
： 

私
た
ち
の
研
究
は
、
社
会
実
装
さ
れ
て
こ

そ
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

企
業
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
大
学
の

シ
ー
ズ
と
企
業
の
ニ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ
し
な
い
こ
と
も

往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。
今
回
の
共
同
研
究
は
、
そ
れ

が
ピ
タ
リ
と
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
と
、
目
的
も
一
致
し
た

こ
と
か
ら
前
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
0
↓
1
を
、
東
洋
染
工
さ
ん
が
1
↓
1
0
0

に
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
連
携
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

【
教
授
か
ら
企
業
へ
シ
ー
ズ
提
供
を
打
診
】

濱
野
教
授
：
今
回
の
共
同
研
究
は
、
私
が
東
洋
染
工
さ
ん

に
直
接
問
い
合
わ
せ
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
ま
り

ま
し
た
。
私
は
「
カ
チ
オ
ン
性
バ
イ
オ
ポ
リ
マ
ー
」
と
い

う
微
生
物
（
放
線
菌
）
が
生
産
す
る
二
次
代
謝
産
物
を
研

究
材
料
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
素
材
に
活
用

が
可
能
で
、
ポ
リ
マ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
と
、
素
材

の
高
機
能
・
高
付
加
価
値
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ち
な
み
に
福
井
県
立
大
学
は
、
2
0
2
2
年
8
月
に

「
カ
チ
オ
ン
性
バ
イ
オ
ポ
リ
マ
ー
に
よ
る
新
し
い
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
技
術
」
の
特
許
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

技
術
を
、
県
の
主
要
産
業
で
あ
る
繊
維
業
に
活
用
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
繊
維
業
界
の
知

人
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
東
洋
染
工
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
、
W
e
b
サ
イ
ト
の
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
連

絡
を
し
て
み
た
の
で
す
。
す
る
と
、
技
術
部
の
井
原
部
長

が
対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

井
原
氏
：
当
社
で
は
、
各
種
繊
維
品
の
染
色
機
能
加
工

や
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は

S
D
G
s
の
観
点
か
ら
、
環
境
問
題
な
ど
の
社
会
課
題

を
解
決
し
つ
つ
、
事
業
と
し
て
の
利
益
も
創
出
す
る
取

り
組
み
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
濱
野
教
授
か
ら
ご
連
絡

を
い
た
だ
い
た
頃
は
、
ち
ょ
う
ど
社
内
で
も
「
社
会
課

題
に
つ
な
が
る
新
し
い
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
？
」

と
議
論
が
起
き
て
い
た
と
き
で
し
た
。
こ
れ
は
何
か
の

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
い
教
授
か
ら
直
接
お
話
を
伺
っ
て

み
た
と
こ
ろ
、「
カ
チ
オ
ン
性
バ
イ
オ
ポ
リ
マ
ー
に
よ

る
新
し
い
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
」
が
、
安
全
性
や
環
境

東
洋
染
工
株
式
会
社
と
福
井
県
立
大
学
生
物
資
源
学
部

生
物
資
源
学
科
は
、
２
０
２
3
年
か
ら
「
カ
チ
オ
ン
性

バ
イ
オ
ポ
リ
マ
ー
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
に
よ
る
繊
維

の
高
機
能
化
」
を
テ
ー
マ
に
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
安
全
性
や
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
づ
く
り
の
重
要

性
が
世
界
的
に
高
ま
る
中
、
福
井
の
基
幹
産
業
で
あ
る

繊
維
の
分
野
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

へ
の
配
慮
、
そ
し
て
繊
維
の
高
付
加
価
値
化
の
面
で
も
有

効
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
と
し
て
は
、
S
D
G
s

の
価
値
観
に
即
し
た
新
た
な
加
工
技
術
を
開
発
し
、
実

用
化
し
た
い
。
一
方
で
濱
野
教
授
は
、
特
許
技
術
を
繊

維
業
界
に
生
か
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、
お
互
い
の
目

的
が
一
致
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
共
同
研
究
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

濱
野
教
授
：
繊
維
業
界
に
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
起
こ
す

可
能
性
の
あ
る
共
同
研
究
で
す
。
当
然
、
課
題
は
次
か

ら
次
へ
と
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
月
に
1
回
の
定

例
会
で
お
互
い
振
り
返
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
次

に
ど
う
す
る
か
？
」
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
時
間

は
有
意
義
で
す
。
ま
た
、こ
の
共
同
研
究
は
P
B
L
（
課

題
解
決
型
学
習
）
の
側
面
も
あ
り
、
研
究
室
の
学
生
も

参
画
し
て
い
ま
す
。

産
東洋染工株式会社
井原誠 技術部長

福井県立大学生物資源学部
生物資源学科
濱野吉十 教授

学▲本共同研究は学生の卒業研究のテーマにも
なっている。濱野教授の研究室では、学生が企
業からのフィードバックをもとに技術改良を続け
る。

東洋染工 × 福井県立大学I n t e r v i e w  4

大学の特許技術と、

当社のものづくり技術の融合を

目指しています。

社屋に併設された工場では、繊
維の新たな可能性を見出すため
に、加工ノウハウの蓄積や改良
が進められている。

インタビュー中の様子。「企業と大
学の共同研究では、分からないこ
とを分からないと率直に言い合え
る関係性が大切」と語られた。

住所：福井県坂井市春江町田端43字15番地
電話：0776-51-2323
Web：https://www.toyo-senko.co.jp
事業内容：各種繊維品の染色機能加工
　　　　  コーティング加工（接着芯地）

Profile 東洋染工株式会社Profile 福井県立大学　濱野 吉十 教授

生物資源学部 生物資源学科 教授
応用微生物学/天然物化学/生物化学/
分子生物学を研究分野として、微生物が
生産する化合物の解析や工業活用への
可能性を探る基礎的な研究を行う。

東洋染工株式会社 井 原  誠 さん

大学と協働した企業人の声
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イ
メ
ー
ジ
が

具
体
的
に

な
っ
て
き
た
ぞ

あ
と
は

や
る
だ
け
だ
！

詰
め
が

あ
ま
ー
い
！！

一
旦
途
中
経
過
を

部
長
に
報
告
し
て
お
く
か

き
っ
と
ま
さ
か
の
展
開
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
は
ず
だ

先
の
こ
と
も

ち
ゃ
ん
と
考
え
て

お
け
よ
！

ち
ょ
っ
と
先
走
り

過
ぎ
た
か
な
？

も
う
ち
ょ
っ
と

で
き
そ
う
な
こ
と
を

調
べ
て
み
よ
う

産学連携を推進しているその他の取り組みを紹介しますNext

金融機関インタビュー

金融機関が産学官金連携の
推進のために貢献できること

産学官金が連携し、大都市圏からの専門性やスキル、マネ

ジメント能力を有する中核人材を福井県立大学の協力研究

員として受け入れ、コンソーシアムにおいて変革を進める

企業とマッチングを行う。 研究員は半年間地域に住みなが

ら大学でリカレント教育を受講し、マッチング先企業での

経営課題解決の実践を行うことで、企業及び自身の付加価

値づくりに取り組む。

お話しをいただいた人

福井銀行
地域創生チーム 

山口  淳治さん

産学連携をさらに推進①

産学官金連携における
金融機関の

つの役割

福井県・福井県立大学・福井銀行・アイコック

中核人材 地域企業

ふくい企業価値共創ラボプログラム

経営課題の整理・
解決サポート

福井県立大学教員・
外部講師による研究員指導

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
金
融
機
関
が
産
学
連
携
に
取
り
組
む

企
業
等
に
対
し
て
行
う
支
援
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
？

山
口
氏
：
金
融
機
関
が
ハ
ブ
と
な
り
、
企
業
と
大
学
等

を
つ
な
ぐ
支
援
を
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
当
行
で

は
、
取
引
先
企
業
か
ら
の
要
請
に
よ
り
大
学
等
を
紹
介

し
た
り
、
大
学
等
か
ら
の
要
請
に
よ
り
取
引
先
企
業
を

紹
介
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
あ
る
と
き
は
、
脱
炭
素
に

取
り
組
む
企
業
か
ら
「
新
商
品
を
開
発
す
る
た
め
に
専

門
的
な
知
見
を
得
た
い
」
と
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
大
学
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

他
の
事
例
で
は
、
大
学
等
か
ら
「
研
究
を
進
め
る
に
あ

た
り
漁
獲
物
の
画
像
デ
ー
タ
収
集
が
必
要
」
と
の
声
を

受
け
、
協
力
い
た
だ
け
る
取
引
先
を
紹
介
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
産
学
官
金
連
携
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

自
治
体
や
大
学
等
と
共
同
で
企
業
の
課
題
解
決
を
目
的

と
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
当

行
の
事
例
で
言
え
ば
、
ふ
く
い
企
業
価
値
共
創
ラ
ボ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」（
下
図
参
照
）
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
大
学

等
や
教
員
等
の
知
見
を
活
用
し
、
企
業
の
付
加
価
値
づ

く
り
に
取
り
組
む
も
の
で
、
以
降
の
共
同
研
究
に
つ

な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。
第
１
回
を

２
０
２
３
年
９
月
〜
２
０
２
４
年
２
月
に
実
施
し
、
５

社
５
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
産
学
官
連
携
は
企
業

に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
元
企
業
を
支
え
る
金
融
機
関
と
し
て

も
、
最
大
限
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
金
融
機
関
の
視
点
か
ら
、
産
学
連

携
の
推
進
の
た
め
に
、
金
融
機
関
が
担
う
役
割
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

山
口
氏
：
産
学
連
携
推
進
の
た
め
に
は
、
金
融
機
関

が
担
う
役
割
も
大
き
い
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
主
に
次
の
３
つ
が
役
割
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

①
地
域
の
中
小
企
業
や
大
学
等
の
研
究
開
発
に
関
す
る

情
報
を
収
集
し
、
自
ら
の
顧
客
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
マ
ッ
チ
ン
グ
や
紹
介
を
行
い
、
技
術
移
転
や
共
同
研
究

な
ど
の
機
会
を
創
出
す
る
。

②
産
学
連
携
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
新
技
術
や
新
事
業
に
対

し
て
、
融
資
や
投
資
な
ど
の
金
融
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

実
用
化
や
事
業
化
を
促
進
す
る
。

③
自
ら
の
施
設
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
産
学
連

携
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
企
画
・
開
催

す
る
こ
と
で
、
情
報
発
信
や
啓
発
を
行
う
。

こ
の
よ
う
な
形
で
、
金
融
機
関
は
産
学
連
携
の
円
滑
化

や
促
進
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Interview

ふ
く
い
企
業
価
値

共
創
ラ
ボ
の
仕
組
み

コンソーシアム（協力研究員） （参画企業）

大学や研究機関と
銀行の顧客ネットワークとの

マッチング

新技術等への
融資・投資
などの金融支援

イベントや
セミナー等での
情報発信・啓発

県
内
に
は

産
学
連
携
の

取
り
組
み
が

た
く
さ
ん
！
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Trial

「大学・高専は、意外と企業との連携にオープンなんだ…」

本書をここまで読み進めてきたあなたは、きっとそう

感じているのではないでしょうか？

経済社会のグローバル化や新興国の台頭、AIやIoTをは

じめとする新技術の加速度的な発展など、企業を取り

巻く環境はますます複雑多様化しています。変化が目

まぐるしい時代の中で事業を継続するためには、自前

主義から脱却し、立場の違う者同士の協働によりイノ

ベーションを起こす必要があるでしょう。大学・高専

が企業に対して連携の門戸を広げているのは、このよ

うな背景があるからです。

本冊子では福井県内の産学連携の事例をいくつかご紹

介しましたが、これらの他にも企業と大学・高専が互

いに強みを活かした連携により、多くの成功事例があ

ります。また、県や県内の金融機関も、産学官金連携

に協力的です。その共通の目的は、産学官連携を通じ

た地域経済の発展のためと言えるでしょう。福井県は、

ものづくり基盤技術の開発が中心であり、かつ、中

小企業が全体の 9 割以上を占めます。これからの個々

の企業の競争力が、今後の地域の発展にダイレクトに

影響すると言えます。

では、大学・高専と産学連携を実現すれば万事解決か？

というと、決してそうではありません。やはり連携か

ら成果を得るためには、押さえておくべきポイントが

いくつかあります。

目的やマイルストーンは、産学連携の開始時に両者で

明確に合意することはもちろん、定期的に確認するこ

とが重要です。実際に協働してみた結果、当初の想定

から軌道修正をする可能性もあり得るからです。常に

情報の透明性を保つことが、お互いの期待値を合わせ、

認識の違いを防ぐことにつながります。

研究開発には不確実性が伴います。予期せぬ結果や失

敗を恐れず、それらを学びとして受け入れ、次のステッ

プへと進む柔軟な姿勢が必要になります。

大学・高専の理論的な知見と、企業の実践的な経験は、

相互に補完的な関係にあります。この強みを生かし、

お互いの視点を尊重しながら協議を進めることが、よ

り良い産学連携の成果を生み出す鍵となります。

産学連携の成功の秘訣は、大学・高専と企業が互いの強みを理解し、それぞれの目的と期待を明確にし、連携を深め

続けることにあります。異なる文化やアプローチを持つ両者が一致団結することで、新しい知見や技術の創出につな

がります。それらが技術革新をもたらしながら、地域経済の発展につながることで、社会全体の発展に寄与します。

産学連携による取り組みから手応えを得るためには、

目指す成果に対し、両者ともに強くコミットしている

ことが重要です。意志と熱意があることにより、様々

な課題が生じた場合にも建設的な意見が交わされ、研

究の推進や成果につながりやすくなります。

共同研究は企業の競争力強化に 産業連携を円滑に進めるポイント

①目的やマイルストーンの共有を丁寧に行う

②成果にコミットする意志と熱意を持つ

③トライアンドエラーを恐れない

④互いを補完する意識で協議する

成果に
コミット

トライ＆
エラー

相互補完

共有
目的・マイルストーン

ポイント産学連携で失敗しないために、押さえるべき

福
井
に
は
技
術
製
品
開
発
に
特
化
し
た

サ
ポ
ー
ト
窓
口
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？

も
ち
ろ
ん
今
ま
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に

大
学
・
高
専
で
も
基
礎
的
な
研
究
だ
け

で
な
く
製
品
化
の
相
談
が
可
能
で
す
が
、

特
に
事
業
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
形

成
さ
れ
た
段
階
で
は
、
ふ
く
い
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）

へ
の
相
談
も
お
す
す
め
で
す
。
例
え
ば

企
業
が
大
学
・
高
専
と
の
共
同
基
礎
研

究
か
ら
一
歩
進
み
、
製
品
化
段
階
に
移
行

す
る
際
に
は
、
資
金
、
開
発
環
境
、
専
門

知
識
、
市
場
開
拓
な
ど
、
各
方
面
で
の
課

題
に
直
面
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
企
業

「
ふ
く
い
産
学
官
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
は
、
大
学
・
高
専
が

持
つ
先
端
技
術
や
知
見
に
つ
い
て
、
企
業
・
自
治
体
・
団
体
な
ど
が
知
る

「
き
っ
か
け
づ
く
り
」
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
な
場
で
す
。

毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
研
究
者
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招

待
。
研
究
者
の
講
義
後
に
は
、
企
業
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
少
人
数（
１０

名
程
度
）で
行
い
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
深
堀
り
を
す
る
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

ふくい
オープンイノベーション
推進機構とは？

以下のように研究者がゲストスピーカーとして登壇し、
課題を持つ企業など各種団体とのマッチングが行われ大盛況でした

※2024年度もこのような取り組みが継続して行われる予定です。

ＦＯＩＰ構成機関である商工会議所
などの産業支援機関、大学・高専、
公設試、金融機関および直接工業技
術センター内に設置している「ＦＯ
ＩＰ窓口」にお問合せを。

I N F O R M A T I O N

E-Mail:foip@fklab.fukui.fukui.jp
https://www.fklab.fukui.fukui.jp/kougi/foip/toi.html

福井県工業技術センター
企画支援部　産学官共同研究Ｇ
〒910-0102
福井市川合鷲塚町61字北稲田10
Tel:0776-55-0664　Fax:0776-55-3430

Webサイトから
お問合せ

ふくいオープンイノベーション
推進機構

大学・公設試・銀行等の人材が、企業の開発ニーズに
対応するため、チームで応援するオープンな仕組み

県 金融機関

研究開発、事業化を図りたい
県内ものづくり企業等

産業支援機関

県外大企業

大学・高専研究開発を
委託 開発成果公設試等

産業技術総合研究所

新エネルギー・産業技術
総合開発機構 (NEDO)

国研究開発
推進機関

連携

協定
連携

福 井 大 学 国 際 地 域 学 部で実 施する
企 業・自 治 体との PB L C h a t G P Tで業 務 改 革 DX

C O 2 の 資 源 循 環 を 目 指 す
光 反 応 導 入

" 日 本 オリジナル "チーズ
開 発 の 必 要 性

自 走 型 ロ ボ ット に よる 獣 害
忌 避 効 果 の 最 新 事 例 報 告

デ ザイン思 考 による
製 品やシステムの 開 発

技 術 等 の 専 門 分 野 に 特 化した 部 門
でない業 種 すべての業 種

特 殊 な 有 機 化 合 物 や 高 分 子 材 料
を合 成したい企 業  他

食 品 加 工 開 発 、レストラン・
サービス業 、観 光 業 、酪 農 業

情 報 通 信 業 、農 業 、畜 産 業

防 災 減 災 、医 療 、福 祉 、食 品 、商 社
自 治 体 、製 品 開 発 に従 事する方 々

もっとオープンに大学・高専の事を知りたい時には

単
体
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
複

雑
な
業
務
を
、Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
は
オ
ー
プ
ン
な

仕
組
み
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
２
０
２
１
年
３
月
に
は
、

Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
支
援
の
も
と
、
自
治
体
主
導

で
超
小
型
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
に
成

功
し
ま
し
た
。
ま
た
、
身
近
な
例
を
挙
げ

る
と
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
向
け
Ａ
Ｒ
グ
ラ

ス
が
製
品
化
に
つ
な
が
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
に
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
様
々

な
革
新
的
な
製
品
が
世
に
送
り
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
県
内
の
様
々
な
機
関
の

窓
口
か
ら
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
へ
問
い
合
わ
せ
が
可

能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
気
軽
に
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

具体的に
商品化したい！

そんな時は大学・高専以外にも活用できる県の窓口があります

売れる
製品

売れる
製品

大学・高専と、企業や自治体などが、
「知り合うきっかけづくり」の場

福 井 大 学 国 際 地 域 学 部 准 教 授
田 中  志 敬  氏

福井県立大学情報センター准教授
村 田  知 也  氏

福 井 県 立 大 学 生 物 資 源 学 部 学 部 長 教 授
日 竎  隆 雄  氏

仁 愛 大 学 人 間 学 部 准 教 授
安 彦  智 史  氏

福 井 工 業 高 等 専 門 学 校 物 質 工 学 科 助 教
山 脇  夢 彦  氏

福井工業大学工学部建築土木工学科教授
竹 田  周 平  氏

産学連携をさらに推進②

産学連携をさらに推進③

革新的な製品
革新的な製品
革新的な製品
革新的な製品

※連 携 事 例 の 成 果と課 題
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こ
れ
で

産
学
連
携
は

バ
ッ
チ
リ

で
す
ね
！

思
っ
て
た
以
上
に

大
学
・
高
専
や
関
連
機
関
の

対
応
し
て
く
れ
る
幅
が

広
く
て
び
っ
く
り
で
し
た

ま
ず
迷
っ
た
ら

大
学
に
聞
け
ば
い
い
し

開
発
し
た
い
内
容
に
合
わ
せ
て

研
究
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

い
た
だ
け
そ
う
！

開
発
し
た
い
内
容
に
合
わ
せ
て

研
究
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

い
た
だ
け
そ
う
！な

る
ほ
ど
！

今
一
度

自
社
の
課
題
感
を

整
理
し
て
お
く
と
い
い
か
も

で
も
あ
ん
ま
り
内
容
を

固
め
す
ぎ
な
く
て
も
大
丈
夫

自
分
た
ち
が
ど
う
し
た
い
の
か

改
め
て
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う

気
楽
に
ね分

か
り
ま
し
た
！

や
っ
て
み
ま
す
！

いま一度振り返ろう

いざ、産学連携に向けて！チェックリスト

いざ、産学連携に向けて!!

目的は明確 になっていますか？

Check List

Check1

大学・高専に期待することは何ですか？Check2

既存の研究やデータは整理されていますか？Check3

自社から提供できそうな資源はありますか？Check4

その他現時点での不明なポイントは
整理されていますか？

Check5

すべてがイメージ通りに進むわけではありませんが、何事も最初に仮説を持って進める

ことで、頭はスッキリ整理され、成果につながりやすいものです。ここでは産学連携を行

うにあたって、企業の皆様があらかじめ考えたり、準備しておくと良い項目についてリス

トアップしました。

「○○を達成するために、産学連携をしたい！」というように、
目的をハッキリさせておきましょう

自社の事業について、あらかじめ課題やデータ等が整理されていると、
スムーズに相談に進むことができます

人材や資金など、産学連携の取り組みにおいて提供可能な社内資源をあらかじめ想定
しておきましょう

知的財産権等、法的なことも含め、現時点での不明点をカテゴリーごとに整理してお
くと、相談がスムーズです

具体的な研究テーマ、特定の技術課題のクリア、開発アイデアの壁打ちなど、
大学・高専に期待することがハッキリしていると早い段階でマッチングなどが
適切に行われます

頭
の
中
が
ク
リ
ア
に

な
っ
て
き
た
！

頭
の
中
が
ク
リ
ア
に

な
っ
て
き
た
！

自
分
た
ち
が

ど
う
し
た
い
の
か

い
ま
一
度
振
り
返
り
を
！

自
分
た
ち
が

ど
う
し
た
い
の
か

い
ま
一
度
振
り
返
り
を
！

そ
う
ね
、

で
も
相
談
し
て

い
き
た
い
こ
と
が

よ
り
ク
リ
ア
だ
と

も
っ
と
進
み
や
す
い

か
も
ね

そ
う
ね
、

で
も
相
談
し
て

い
き
た
い
こ
と
が

よ
り
ク
リ
ア
だ
と

も
っ
と
進
み
や
す
い

か
も
ね
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福井県には、独自の産学官医金連携の枠組み「未来協働プ
ラットフォームふくい」があります。これは、県内の全ての
高等教育機関、自治体、産業界、医療界、金融界が一丸となっ
て、地域社会の持続的な発展を目指す取り組みの一環です。
産学官医金の連携を象徴するこのプラットフォームは、共
通の目標に向かいながら、分野の壁を越えた協力を進めて
います。具体的な活動は、6つの「実行部門会議」に分けられて

未来協働プラットフォーム
ふくい

未来協働プラットフォーム
ふくい が行っていること

産学連携を促進するだけじゃない！

全体会議

調整会議

パートナー企業

運営事務局（福井県）

実 行 部 門 会 議

県内
企業等への
就職

運営

体制図

います。これには社会人向けのリスキリング、大学・高専
と企業の共同研究の成果発信、県内就職を促進する取り
組みなどが含まれていて、福井県全体の盛り上げを図っ
ています。これまで見てきた大学・高専と企業との産学連
携の取り組みも、実は「未来協働プラットフォームふくい」
の取り組みのひとつなのです。

1. 「ふくい地域創生士」制度の
　  現状・課題及び改善
2. 社会人向けのリスキリングプログラム

学生教育 /社会人教育

大学・高専における学生教育と社会人
教育の充実策を検討・実行。社会人教
育については、県民や企業人の学び直
し（リスキリング）事業を実施。学生
教育では「ふくい地域創生士」に関す
る大学・高専、産業界へのアンケート
調査や意見交換を実施しました。

主な取り組み内容

企業や地域の課題解決

大学・高専が、県内企業や地域が抱える
課題に積極的に向き合いながら、その解
決を図るための取り組みを実行。学生が
企業や自治体が抱える実際の課題を見
つけ、解決方法の提案などを行う実践型
教育（ＰＢＬ）の推進や、産業界・自治体・
高等教育機関が参加した少人数制マッ
チング会などを開催しています。

主な取り組み内容

1.  コーディネーターによる産業界・自治体と    
　 大学のマッチング促進
2. ふくい産学官連携マッチング・ミーティング
3. ふくい産学官金サポーター機関
4. 課題解決のための産学官金連携センター   

大学・高専から県内企業等への就職
者数を増やすため、学生、事業者双
方の就職に関する実態調査を実施し
た上で、採用に関するセミナーの実
施や県内大学等と中小事業者の意見
交換会、アプリを使った情報発信等、
新たな対策を行っています。

県内企業等への就職

1.学生、県内中小事業者の就職に関する実態調査
2.県内中小事業者向けの採用力向上セミナー
3.県内大学等のキャリアセンターと中小事業者
　との意見交換会
4.アプリ「福井県若者情報発信局」での情報発信

主な取り組み内容

試験研究、地域社会 /
地域経済に関する調査研究

主な取り組み内容

1.大学と企業等との一体的な研究推進事業
2.大学と企業等の研究内容発信事業
3.企業から大学への寄附促進事業

カーボンニュートラルをテーマに、大学
と企業等との一体的な研究を推進する
上での課題解決のための調査研究を実
施し、移行の必要性、先進事例、ロード
マップ等を明らかにしました。
その他、大学・高専と企業の産学連携の
内容に関する本冊子も制作しています。

医療・看護・福祉系の学部等を有する大学に
おいて、地域の医療機関や福祉施設等との
連携を図るための取り組みを実施。高校生が
県内看護系大学の学びを一日体験する「一日
看護大学生体験」など、医療分野の魅力を伝
える事業や、医療界のニーズを広く知っても
らい、大学・高専や産業界が持つ技術との
マッチングを促進する「解決アイデア発表会」
などを開催しています。

1.高校生のための「一日看護大学生体験」の実施
2.医療機関独自の奨学金の発信
3.医療分野のニーズ・シーズマッチング会

地域医療における課題解決

主な取り組み内容

1.専門家による県内大学等への進学実態調査
2.県内大学入試対策講座【理系学部特別編】
3.大学共同パンフレット
4.大学×企業による高校生の体験学習
　「feel fukui’s fun」

主な取り組み内容

大学・高専への進学促進等に関する取
り組みについて検討・実行。
県内高校からの進学割合が低い理系学
部を対象とした入試対策講座の実施
や、県内大学を網羅した共同パンフレッ
トを作成、さらには、専門家による進学
に関する実態調査を行い、その分析結
果を踏まえた対策を展開しています。

県内大学への進学、
学部学科の再編、定員増

地域医療に
おける
課題解決

❻
学生教育/
社会人教育

❶
試験研究、地域社会/
地域経済に関する
調査研究

❷
企業や
地域の
課題解決

❸ ❹
県内大学への進学、
学部学科の再編、

定員増

❺
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産学官連携コンシェルジュ

https://www.u-fukui.ac.jp/
cont_scholar/relation/guide

地域連携本部

https://www.fpu.ac.jp/renkei/
about.html

事務課

https://www.fukui-hsu.ac.jp
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福井大学

福井県内各大学・高専の
産学連携窓口 090-1635-1000 

concierge@hisac.u-fukui.ac.jp

窓口

福井県立大学

0776-61-6000 
kenkyu@fpu.ac.jp

窓口

福井医療大学

〒910-3190 福井県福井市江上町 55-13-1

0776-59-2200
daigaku@fukui-hsu.ac.jp

窓口

地域連携研究推進センター

 https://www.fukui-ut.ac.jp/
 cooperate/center

福井工業大学

0776-29-7834
futcrc@fukui-ut.ac.jp

窓口地域連携テクノセンター

https://www.fukui-nct.ac.jp/
facility/arc

（福井高専）

0778-62-1111  
techno@fukui-nct.ac.jp

窓口

福井工業高等専門学校

〒910-8507 福井県福井市文京 3-9-1

〒916-8507 福井県鯖江市下司町 〒910-8505 福井県福井市学園3丁目6-1

〒910-1195 福井県吉田郡永平寺町松岡兼定島4-1-1

　大
学・

高専
の産学

連携の窓口はこちらから


